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第１章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 
 
１．環境影響評価方法書の公告及び縦覧 
 「環境影響評価法」第７条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を求め

るため、方法書を作成した旨及びその他事項を公告し、方法書を公告の日から起算して１

月間縦覧に供した。 
 
（１） 公告の日 

平成２５年３月２５日（月） 
 
（２） 公告の方法 
① 平成２５年３月２５日（月）付けで、以下の日刊新聞に「公告」を掲載した。 

・東奥日報社（朝刊、全県版）                 〔別紙１ 参照〕 
 
② 上記の公告に加え、同日、次の「お知らせ」を実施した。 

・以下の日刊新聞紙への折込公告（六ヶ所村及び東北町全域を対象） 
 〔別紙２－１、２－２ 参照〕 

  東奥日報社 
デーリー東北 
読売新聞 
毎日新聞 

 
・当社ホームページへ掲載した。                〔別紙３ 参照〕 

http://www.obayashi.co.jp/news/news_20130324_1 
 
（３） 縦覧場所 
 自治体庁舎 3 箇所による縦覧を実施した。 

・六ヶ所村役場企画調整課  
・東北町役場本庁舎企画課  
・東北町役場分庁舎東北支所 

 
（４） 縦覧期間 
 平成２５年３月２５日（月）から平成２５年４月２６日（金）までとした。 
 平日の９時から１６時３０分まで閲覧可能とした。 
 インターネットの利用による電子図書の閲覧は、縦覧期間中には常時アクセス可能な状

況とした。縦覧期間中のアクセス件数は、790 件であった。 
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（５）閲覧者数 
 総数  5 名 
（内訳） 
・六ヶ所村役場企画調整課   4 名 
・東北町役場本庁舎企画課   1 名 
・東北町役場分庁舎東北支所  0 名 

 
２．環境影響評価方法書についての説明会の開催 
 「環境影響評価法の一部を改正する法律」（平成２３年法律第２７号）第７条の 2 の規

定に基づき、施行前ではあるが、方法書の記載事項を周知するための説明会を自主的に開

催した。 
 説明会の開催の公告は、方法書の縦覧等に関する公告（お知らせ）と同時に行った。 

〔別紙１、別紙２－１、別紙３ 参照〕 
 説明会では参加者に方法書の概要をとりまとめた資料を配布した。 

〔別紙４－１、４－２ 参照〕 
 
（１） 開催日時 
 平成２５年４月１４日（日） １４時００分～１５時００分 
 
（２） 開催場所 
 戸鎖地区児童厚生体育施設（戸鎖公民館） 
 
（３）来場者数 
 15 人 
 
３．環境影響評価方法書についての意見の把握 
 「環境影響評価法」第８条の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見を有する者の

意見書の提出を受け付けた。 
 
（１） 意見書の受付期間 
 平成２５年３月２５日（月）から平成２５年５月１４日（火）まで 
 （縦覧期間及びその後２週間とし、郵送受付は当日消印有効とした。） 
 
（２） 意見書の提出方法 

① 縦覧場所及び説明会場に備え付けた意見投函箱への投函 
② 当社への郵送、fax 及び e メールによる書面の提出 
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（３） 意見書の提出状況 
 意見書の提出は以下のとおりであった。 
総数  2 通 
（内訳） 
・説明会場   1 通 
・郵送   1 通 

 
 
第２章 環境影響評価方法書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要とこ

れに対する当社の見解 
 
「環境影響評価法」第８条第１項の規定に基づいて、当社に対して意見書の提出により

述べられた環境の保全の見地からの意見は１件であった。  
 
「環境影響評価法」第９条及び「電気事業法」第４６条の６第１項の規定に基づく、方

法書についての意見の概要並びにこれに対する当社の見解は、次のとおりである。 
 



 4 

環境影響評価方法書について述べられた意見の概要と当社の見解 
NO. 意見の概要 当社の見解 

1 こわれない風車を作って欲しい。 マスコミ報道で昨今あった事故につい

ては、国で詳細に調査中であり、おそら

く近々には報告が挙がってくると考えら

れますので、当社としては、安全を考慮

した上で、風車の業者や施工方法等を確

認し、安全なものを提供していきたいと

考えております。 
また、建築基準法に従って 60m 以上の

高さだと超高層ビルと同じ設計で行われ

るのですが、当社では、60m を超える建

造物を日本全国で数多く施工しているた

め、これまでの知見を十分、活かして安

全なものを建設します。 
2 1.対象事業実施区域（以下「計画区域」

という。）を含む小川原湖湖沼群で風力発

電施設の建設を計画する際に留意すべき

点について 
① 小川原湖湖沼群は国内での渡り鳥の

中継地として重要な位置付けにある

こと。 

小川原湖沼群に該当する鷹架沼に留意

し、鳥類調査を行い、飛行ルートの傾向

を把握します。 

3 ② 小川原湖湖沼群という大きな生態系

の枠組の中で、鳥類の生態を把握、

考慮すること。 

 
4 ③ 影響評価の対象とする鳥の種類は重

要種に限定せず、普通種も対象とす

ること。 

任意観察調査やポイントセンサス調

査及び渡り鳥調査では、普通種について

も可能な範囲で調査対象とします。 
5 ④ 穀類農地を利用するガンカモ類とそ

れを餌とする猛禽類の行動生態を明

らかにすること。 

 対象事業実施区域の北西側（戸鎖川河

口）に位置する穀類農地にも留意し、調

査を実施します。 
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6 ⑤ 計画区域は濃霧となる期間が長いた

め、そのことを考慮した調查計画を

立てること。 
 

 

 

一般的には、霧の日は見晴らしのよい

日に比べ鳥類は飛翔しない傾向にあるこ

とや、霧の日は調査が困難となるため、

霧の日の調査は難しいものと考えており

ます。 
まずは、1 年間の観測調査により対象

事業実施区域での鳥類の飛翔状況等を把

握したいと考えております。 
なお、現地調査を実施していく過程で

一部霧の日も含め、悪天候時の鳥類の調

査結果についても記録し、天気の状況と

合わせて整理します。 

7 ⑥ 濃霧時における鳥類への影響を把握

するための方法を記載すること。 

8 ⑦ 計画区域周辺にある既存の風力発電

施設との複合的な影響に対する評価

（累積的環境影響評価）の方法を記

載し、実施すること。 

 既設風車との複合的な環境影響につい

ては、今後の先行事例での対応等を考慮

し、可能な範囲で、検討するよう努めま

す。 
9 ⑧ 調査結果に基づいて影響評価を行う

場合には、その評価結果となった根

拠を示すこと。 

 評価結果となった根拠について、示し

ます。 

10 ⑨ 施設設置に伴い、新たに創出される

環境を予測し、予測される環境と類

似の環境における鳥類の生態や行動

をなるべく計画地域の周辺で調査す

ること。 

風車設置予定位置においては緑化する

ため、草地となる予定です。 
対象事業実施区域内及び周辺において

は、類似の草地環境がございますので、

当該環境における鳥類の出現状況に留意

して、調査を実施します。 
11 ⑩ 建設工事完了後の事後調査を継続的

に行うこと。 
 

1 年間にわたる現地調査結果を踏ま

え、必要に応じて工事中又は完了後に事

後調査を実施します。 
12 ⑪ 事後調査の結果は一般に公表するこ

と。 
 環境影響評価法に従い、対応させて頂

きます。 
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13 ⑫ バードストライクなど問題が生じた

際は専門家と協議を行い、必要かつ

十分な対策措置をとること。 
 

環境影響評価法に従い、死骸調査の結

果を含め、その結果を報告します。 
必要に応じて、専門家へも報告すると

ともに、対策措置についても検討します。 
14 ⑬ バードストライク発生時における、

鳥類の生存および死亡時の対応方針

について検討すること。 

15 2.【2.2-14⑤動物、植物、生態系】につ

いて 
① 工事用建屋を設置する際は、窓等に

鳥がぶつからないよう必要な対策を

講じること。 

工事用建屋を設置する際は、必要に応

じて対策を講じます。 

16 3.【3.1-27 表 3.1.5-1 動植物の分布情報の

抽出に使用した資料】について 
ここで使用された資料だけでは、計画区

域周辺の動植物の状況について、大まか

な傾向しか理解することができない。そ

のため、詳しい状況を把握するため、青

森県内の資料や地域の動植物の情報に詳

しい者から聞き取り調査を行うととも

に、鳥類については少なくとも次の資料

①〜⑨を加えること。 
① 青森県の鳥獣（青森県，昭和 53 年） 
② むつ小川原開発第 2 次基本計画に係

る環境影響評価報告書（青森県，昭

和 52 年） 
③ 巿町村別鳥獣生息状況調査報告書

（青森県自然保護課，平成元年） 
④ 青森の野鳥（日本野鳥の会青森県支

部/弘前支部，平成元年） 
⑤ 六ケ所村村史（六ケ所村村史刊行委

員会，平成 9 年） 
⑥ 青森県の希少な野生生物-青森県レッ

ドデータブック—（青森県，平成 12

ご紹介頂きました図書及び情報につい

ては、調査着手前までに可能な範囲で収

集し、記録を整理するとともに、青森県

内の動植物の生息・生育情報を有する方

から、聞き取りを行った上で鳥類調査を

実施します。 
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年） 
⑦ （仮称）むつ小川原風力発電事業環

境影響評価書案〈日立造船株式会社，

平成 23 年) 
⑧ アンケートによる 2km範囲内鳥類リ

スト（日本野鳥の会あおもり，平成

25 年） 
⑨ 生物多様性情報システム—ガンカモ

類の生息調査－ 
なお、計画地周辺の鳥類の状況を把握す

るために上記の資料を加えることで、 
・「3.1-31④調査結果 イ.鳥類 a.重要

な鳥類」 
・「3.1-32④調査結果 イ.鳥類 b.ガン

カモ類」 
・「3.1-40 5.4 生態系の状況」 
・「4.1-4 1.2.5 動物の状況」 

については、重要な鳥類の確認事例が大

幅に増えることから、内容の修正が必要

となる。 
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17 4.【4.1-7 4.1.2-1（2）選定又は非選定

とした理由（生態系）】について 
① 計画区域周辺の生態系は、湖沼、農

地、林、草地、荒地などの多様な環

境が相互関係を持つことを、環境影

響評価項目の選定理由とすること。 

選定理由としては、現在の重要なまと

まりの場で良いと考えております。 
対象事業実施区域を基本とした調査地

域を対象に調査を実施しますが、当該地

域には、農地や湖沼及び水田等がまとま

って分布しておりますので、これらにも

留意し、調査を実施します。 
ガンカモ類、オオジシギや希少猛禽類

に係る出現状況を整理することによっ

て、対象事業実施区域及びその周辺にお

ける鳥類に対する利用状況についても把

握できるものと考えております。 
 

18 ② ガンカモ類は、湖沼や水田、デント

コーン畑など、穀類を作付した農地

や牧草地を利用していることを選定

理由とすること。 
19 ③ オオジシギは繁殖期には牧草地を、

春秋は耕起された農地を利用してい

ることを選定理由とすること。 
20 ④ 農地は多くの鳥類が餌場として利用

し、猛禽類の出現率が高いことを選

定理由とすること。 
21 ⑤ 農地の畦や、林縁にはネズミ類が多

く、これを餌とする猛禽類やフクロ

ウ類、キツネなどの哺乳類が多いこ

とを選定理由とすること。 

22 5.【4.2-12 表 4.2.5-1 動物に係る調查、予

測及び評価の手法の調査地域】について 

① 鳥類の調査対象範囲は基本的に表

3.1-1と図 3.1-1が示す「対象事業実

施区域より半径 2km 以内」とするこ

と。 

鳥類の調査範囲については、方法書

138 ページに示すとおり、対象事業実施

区域及びその周辺を基本とし、重点的に

鳥類の飛翔状況を調査します。ただし、

繁殖に係る飛翔など重要な状況が確認さ

れた場合、鷹架沼の海側に拡大するなど

調査地域を適宜、検討します。 23 ② 鳥類の調査対象範囲は、必要に応じ

て適宜拡大すること。 
24 ③ 計画区域は濃霧期間が長く、鷹架沼

は海に繋がっている。また、海岸付

近に生息する鳥類の迷い込みが予想

されるため、鳥類の調査対象範囲は、

鷹架沼にかかる部分については海ま

で拡大すること。 
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25 ④・風車の基部などを草地化するとオオ

ジシギが新たに生息する可能性があ

ること 

・荒地と灌木が混ざる環境にはアリス

イが生息する可能性があること 

・林を伐開するとヨタカが狩場やソン

グポストとして利用すること 

・雨水調整池を設置する場合は溜池や

水路などが必要なこと 

などから、風力発電施設を建設した際に

どのように新たな環境が創出、変化する

か予測し、予測される環境と類似した環

境での鳥類の生態や行動を、計画地域の

周辺で調査すること。 

風車設置予定位置においては緑化する

ため、草地となる予定です。 
対象事業実施区域内及び周辺において

は、類似の草地環境がございますので、

当該環境における鳥類の出現状況に留意

して、調査を実施します。 

26 7.【4.2-12 表 4,2.5-1 および表 4.2.5-2 動

物に係る調査、予測及び評価の手法の 5.
調査期間など】について 
① 鳥類の生息数、とりわけ渡り鳥の数

は年変動がみられることから、最低

でも 2 年間の調査を実施する必要が

あること。 

国内外の最新の知見を取り入れて作成

された「鳥類等に関する風力発電施設立

地適正化のための手引き」（平成 23 年 

環境省）を参考に、渡り鳥については 1

年間を基本に調査し、主たる渡り鳥の移

動経路の傾向を把握することを考えてお

りますが、必要に応じて追加調査を検討

します。 
27 6.【4.2-14 表 4.2.5-3（1）動物調査項目

及び内容等】について 
① 鳥類について 

・3 月は積雪があっても、冬山で活動

可能な装備をし、調査を実施するこ

と。 
・計画区域は濃霧の期間が長く、迷い

こみやバードストライクの可能性が

高いため、2 月から始まるガンカモ

類の移動や大型猛禽類の生息状況の

理解に向けて、濃霧の期間中の行動

を把握すること。 
 

3 月においては、可能な範囲で有効な

定点において渡り鳥調査及び定点観察調

査を実施します。 
前述のとおり、霧の日の調査は難しい

と考えております。そのためまずは、定

点観測調査により対象事業実施区域での

ガンカモ類や大型猛禽類の飛翔状況等を

把握したいと考えております。 
なお、現地調査を実施していく過程で

一部霧の日も含め、悪天候時の鳥類の調

査結果についても記録し、天候状況と合

わせて整理します。 
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28 ② 夜間観察について 
・小川原湖湖沼群ではクイナ、ヒクイ

ナ、シマクイナ、ヒメクイナが確認

されているため、これらクイナ類や

ヨシゴイなどがよく鳴く時間帯に

も、調査を実施すること。 

クイナ類やヨシゴイ等の鳥類について

も留意し、日の出前後や薄暮時からの調

査を効果的に組み合わせ、可能な限り目

視に努めるとともに、夜間においては鳴

き声の確認に十分留意し、調査を実施し

ます。 

29 ③ 渡り鳥調査について 
・種を限定することなく、一般種も調

査対象とすること。 
・特に猛禽類やシギチドリ類は留意し

て調査すること。 

一般種について対象とするとともに、

猛禽類やシギチドリ類は特に留意して調

査を行います。 

30 ④ 定点観察法について 
・大型猛禽類を対象とする調査におい

ては、調査時間を変更し、早朝と日

没前後の活動が活発な時間を含める

こと。 
・調査対象範囲内に休み場やねぐらを

形成する場合には、そのことも把握

できる時間を含めるようにするこ

と。 

調査時間を早朝、日没前後及び昼間等、

出現状況に応じて適宜、設定します。 
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31 ⑤ 営巣木確認調査 

・小川原湖湖沼群内で繁殖の可能性が

あるのはミサゴ、チュウヒ、オオタ

カ、ハイタカ、ノスリ、ハヤブサ、

チョウゲンボウ、チゴハヤブサであ

るが、ハヤブサ、チョウゲンボウ、

チュウヒは繁殖に樹木を利用せず、

ミサゴは繁殖に樹木以外を利用する

個体がいるため、調査名と調査方法

の変更が必要である。 

営巣地確認調査に変更します。 
樹木を利用しないものについては、確

認された場合、食痕や営巣地の周辺環境

について記録を整理します。 
営巣木確認調査においてトビについて

も確認された場合、記録を整理します。 

32 ・調査対象からトビを除くとしている

が、トビはバードストライク事故に

遭う確率の高い種であり、普通種で

あっても現状を把握するべきであ

る。 
33 8.【4.2-15 表 4.2.5-3（2）調査地域及び

調査期間等】について 
① スポットセンサス法および直接観察

について 
・調査は 3 日を 1 回とし、毎月 2 回は

行うこと。 

前述のご意見にもございますように、

湖沼、農地、林、草地、荒地などの多様

な環境類型区分別の鳥類相を把握するた

め、区分別に定点を設定したポイントセ

ンサスを行います。このため、スポット

センサスではなく、ポイントセンサスに

調査手法を変更します。 
調査期間は設定した定点で日の出から

午前中に 30 分程度調査を行い、出現した

鳥類を記録します。 
頻度は、5 月、6 月、9 月、12 月に各 2

回実施し、その他の月も、各 1 回は実施

します。 

34 ・調査期間は 3 月から 12 月までとす

ること。 
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35 ② 夜間観察について 

・調査地域には、計画区域のみならず、

繁殖期にはクイナ、ヒクイナ、ヨシ

ゴイの生息地域も加えること。 

鳥類の夜間調査においても実施するこ

ととしており、クイナ、ヒクイナ、ヨシ

ゴイの生息地域となりうる鷹架沼や対象

事業実施区域に含まれる谷間についても

夜間に踏査を行い、鳴き声の確認など生

息状況を調査します。 
36 ・ガン力モ類は昼夜を問わず穀類農地

を餌場として利用しているため、調

査地域には作物収穫後の農地、とり

わけ穀類の農地を追加すること。 

 調査地域内にも水田等の穀類農地が分

布しているため、当該農地についても留

意して調査を実施します。 

37 ③ 渡り鳥調査 
・渡りルートはその日の風向や風力、

天候による変動があるため、調査範

囲は計画区域のみならず、その周辺

数 km も含めること。 

 渡り鳥の出現状況に応じて、調査地域

を適宜、拡大します。 
 

38 ・ガンカモ類の渡り鳥調査の期間には、

10 月下旬〜11 月上旬を必ず含める

こと。なぜなら、銃撒解禁日（青森

県は 11 月 1 日）以降は、ガンカモ類

が通常と異なる行動をとることが多

く、銃撒解禁日を境に計画区域周辺

のガンカモ類の生息数が大きく変化

し、猛禽類の行動にも影響を与える

からである。 

秋の渡り鳥調査については、４回行う

計画ですが、10 月下旬〜11 月上旬に１

回、調査日を追加します。 

39 ・シギチドリ類は 4 月上旬〜5 月下旬

に計画区域周辺を渡るため、調査期

間に加えること。 

 4 月上旬～5 月下旬に 1 回、渡り鳥の

調査を追加します。 
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40 ④ 定点観察法 
・冬期にオオワシやオジロワシなどの

大型猛禽類の生息状況を把握するた

めに、湖沼の凍結状態に合わせて調

査日を設定すること。なお、2013 年

3 月 11 日に新鷹架橋からオオワシ

14 羽、オジロワシ 11 羽を確認して

おり、新鷹架橋周辺を休息場とねぐ

らに利用している。 

鷹架沼が凍結していない日を基本に調

査日を設定します。特に新鷹架橋付近に

留意し、定点を追加するなど、調査方法

についても再度検討します。 
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〔別紙１〕 
日刊新聞紙に掲載した公告 

 
○ 平成２５年３月２５日（月）掲載 

東奥日報社（朝刊，全県版） 
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〔別紙２－１〕 
日刊新聞紙の折込公告 

 
○ 平成２５年３月２５日（月）（表面） 
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〔別紙２－２〕 
日刊新聞紙の折込公告 

 
○ 平成２５年３月２５日（月）（裏面） 
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〔別紙３〕 
当社ホームページに掲載したお知らせ 
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〔別紙４－１〕 
説明会資料（表面） 
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〔別紙４－２〕 
説明会資料（裏面） 

 


